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券
を
譲
っ
た
。

そ
の
後
、
傍
聴
す
る
人
た
ち
と
別
れ

て
、
外
れ
組
は
最
高
裁
の
正
面
玄
関
の

方
に
移
動
し
、
勝
訴
の
知
ら
せ
を
待
っ

た
。
正
面
玄
関
周
辺
は
多
く
の
人
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。
一
定
の
時
が
流

れ
、
私
た
ち
は
相
当
に
焦
れ
て
い
た
。

何
時
に
判
決
が
出
る
と
い
う
も
の
で
は

な
い
が
、
ま
だ
か
、
ま
だ
か
の
思
い
か

ら
、
も
う
す
で
に
判
決
は
出
た
は
ず
だ
、

ま
だ
出
な
い
ぞ
、
お
か
し
い
！
な
ど
と

つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
時
を
待
っ
た
。

裁
判
結
果
は
、
原
告
団
・
弁
護
団
の

主
張
は
完
全
に
認
め
ら
れ
、「
完
全
勝

訴
」
の
判
決
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
訴
訟

に
立
ち
上
が
っ
た
原
告
を
は
じ
め
、
障

害
者
・
家
族
、
関
係
者
が
、
一
致
団
結

し
て
勝
ち
取
っ
た
歴
史
的
快
挙
で
あ
り
、

日
本
社
会
の
至
る
所
に
は
び
こ
っ
て
い

る
優
生
思
想
を
打
ち
破
る
大
き
な
一
歩

に
な
る
と
確
信
し
た
。
な
ん
と
言
っ
て

も
人
権
を
真
正
面
に
お
い
た
判
決
で
、

除
斥
期
間
の
カ
ベ
を
打
ち
砕
い
た
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

歴
史
的
勝
利
を
振
り
返
る
と
、
優
生

保
護
法
は
、
な
ん
と
戦
後
の
新
憲
法
が

判
決
当
日
は
傍
聴
券
を
求
め
て
一
千

人
以
上
の
人
が
詰
め
か
け
た
。
多
く
の

人
が
集
ま
る
こ
と
が
、
被
害
者
は
じ
め

訴
訟
団
関
係
者
を
励
ま
し
、
こ
の
裁
判

が
い
か
に
注
目
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
私
も
並
ん
だ
。

私
は
予
定
よ
り
早
く
来
た
の
で
10
番
目

の
整
理
券
を
も
ら
っ
た
。
抽
選
で
傍
聴

で
き
る
人
は
ほ
ん
の
一
握
り
、
私
は
運

良
く
傍
聴
券
が
当
た
っ
た
。
周
り
の
人

た
ち
は
外
れ
て
が
っ
か
り
し
て
い
る
人

が
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
私
の
役
割
と

し
て
、
航
空
機
や
新
幹
線
を
使
っ
て
遠

方
か
ら
来
る
、
原
告
で
は
な
い
が
運
動

と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
い
る
人
で
、
外

れ
て
し
ま
っ
た
人
に
傍
聴
券
を
譲
る
つ

も
り
だ
。
結
局
、
私
は
良
く
知
っ
て
い

る
人
で
、
大
阪
の
運
動
関
係
者
に
傍
聴

去
る
７
月
３
日
、
優
生
保
護
法

国
家
賠
償
訴
訟
に
対
す
る
最
高
裁

大
法
廷
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
判

決
は
、
優
生
保
護
法
は
「
憲
法
の

個
人
の
尊
厳
と
人
格
の
尊
重
の
精

神
に
著
し
く
反
し
、
同
法
は
作
ら

れ
た
時
点
か
ら
憲
法
に
違
反
し
て

い
た
」、
そ
し
て
国
家
賠
償
に
つ

い
て
は
「
20
年
の
除
斥
期
間
の
経

過
に
よ
り
請
求
権
が
消
滅
し
た
と

し
て
、
国
が
賠
償
責
任
を
免
れ
る

こ
と
は
、
著
し
く
正
義
・
公
正
の

理
念
に
反
し
到
底
容
認
で
き
な

い
」
と
断
じ
、
原
告
は
も
と
よ
り

不
妊
手
術
を
強
い
ら
れ
た
す
べ
て

の
被
害
者
に
対
し
、
国
と
し
て
の

賠
償
を
命
じ
る
画
期
的
な
も
の
と

な
っ
た
。

優
生
保
護
法
国
家
賠
償
訴
訟
「
完
全
勝
訴
」

新
た
な
歴
史
を
切
り
開
く

障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
埼
玉
県
民
連
絡
協
議
会
　
國く
に

松ま
つ

　
公こ
う

造ぞ
う

大
き
な
一
歩
「
最
高
裁
判
決
」
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制
定
さ
れ
た
後
、
１
９
４
８
年
制
定
か

ら
１
９
９
６
年
ま
で
の
48
年
間
も
続
い

た
後
、
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
廃
止
に

当
た
っ
て
、
国
・
政
府
か
ら
は
一
切
の

謝
罪
も
補
償
も
な
か
っ
た
ま
ま
、
現
在

に
至
っ
た
の
だ
。

そ
の
後
、
22
年
が
経
過
し
た
２
０
１�

８
年
、宮
城
県
の
女
性
が「
優
生
手
術
は

憲
法
違
反
」と
仙
台
地
裁
に
提
訴
、こ
れ

を
き
っ
か
け
に
訴
訟
運
動
は
大
き
く
広

が
り
、現
在
ま
で
に
１１
都
道
府
県
（
北

海
道
、
宮
城
、
東
京
、
静
岡
、
愛
知
、
大

阪
、兵
庫
、徳
島
、福
岡
、熊
本
、大
分
）

で
39
人（
う
ち
６
人
が
死
亡
）が
原
告
と

し
て
立
ち
上
が
り
人
生
を
か
け
て
闘
っ

て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
国
会
に
も
波
及

し
、
救
済
を
目
的
に
超
党
派
の
議
員
連

盟
が
発
足
し
、
２
０
１
９
年
４
月
に
一

時
金
支
給
法
が
議
員
立
法
で
成
立
し
た
。

し
か
し
、３
２
０
万
と
い
う
支
給
額
も
、

補
償
対
象
も
、
あ
わ
せ
て
謝
罪
に
つ
い

て
も
、原
告
、被
害
者
が
到
底
納
得
で
き

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
各
地
裁
の

裁
判
は
継
続
さ
れ
、
真
の
謝
罪
と
補
償
、

優
生
保
護
法
問
題
の
解
決
を
求
め
る
闘

い
は
続
い
て
行
っ
た
。
こ
の
間
の
運
動

に
よ
る
人
権
侵
害
、
人
間
と
し
て
の
尊

厳
を
深
く
傷
つ
け
ら
れ
て
き
た
許
し
が

た
い
怒
り
や
思
い
、
切
実
な
事
態
を
訴

え
た
。
そ
し
て
７
月
３
日
の
結
審
を
迎

え
た
、
実
に
優
生
保
護
法
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
７６
年
目
、
原
告
、
弁
護
団
、
そ

し
て
１
５
０
人
の
傍
聴
者
は
歴
史
的
な

瞬
間
に
立
ち
会
っ
た
。

さ
て
、
判
決
直
後
に
勝
訴
の
垂
れ
幕

を
持
っ
て
小
走
り
に
駆
け
寄
っ
て
く
る

訴
訟
団
関
係
者
を
思
い
浮
か
べ
て
、
最

前
列
で
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
た
人
た
ち

は
じ
め
、
私
た
ち
の
期
待
は
見
事
に
外

れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
多

い
人
垣
に
、
正
面
か
ら
は
出
ら
れ
ず
に
、

別
口
か
ら
出
て
、
広
い
敷
地
に
沿
っ
た

道
を
ぐ
る
り
と
回
っ
て
、
私
た
ち
を
後

ろ
側
か
ら
追
い
か
け
る
よ
う
な
か
た
ち

で
、
報
道
機
関
と
も
ど
も
追
い
か
け
て

き
た
。
待
ち
く
た
び
れ
た
が
、
そ
こ
で

ま
た
、
歓
喜
が
沸
き
起
こ
っ
た
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
待
ち
く
た
び
れ
て
あ
き
ら
め

た
人
も
い
る
し
、
地
下
鉄
に
向
か
っ
た

人
た
ち
の
多
く
は
、
車
中
で
ネ
ッ
ト
で

勝
利
を
知
り
、
歓
声
を
上
げ
た
と
の
報

告
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
Ｔ

Ｖ
・
新
聞
等
の
ニ
ュ
ー
ス
で
多
く

の
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
高
裁
判
決
を
受
け
、
原
告

団
・
弁
護
団
・
優
生
連
は
全
面
解

決
の
た
め
の
要
望
書
を
首
相
に
手

渡
し
た
。
そ
の
課
題
は

①　

政
府
・
国
会
の
決
意
表
明
、謝

罪
決
議

②　

全
被
害
者
に
対
す
る
被
害
を

補
う
に
足
る
一
日
も
早
い
賠

償
・
補
償
の
実
施

③　

恒
久
対
策
の
実
施
等
で
あ
る
。

そ
し
て
判
決
の
大
き
な
意
義
は
、

Ⓐ
違
憲
性
や
賠
償
責
任
を
認
め
た
こ
と
。

Ⓑ
除
斥
期
間
の
カ
ベ
を
突
破
し
た
こ
と
。

Ⓒ
同
意
あ
り
の
不
妊
手
術
で
あ
っ
て
も

強
制
と
認
め
た
こ
と
。

Ⓓ
法
が
差
別
を
行
っ
た
認
定
し
た
こ
と
。

Ⓔ
一
時
金
支
給
法
は
損
害
賠
償
責
任
を

前
提
に
し
て
い
な
か
っ
た
不
十
分
な

も
の
と
し
た
こ
と
。

裁
判
は
終
わ
っ
た
が
、
優
生
保
護
法

問
題
は
全
面
解
決
し
た
訳
で
は
な
い
。

い
わ
ば
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ

く
と
こ
ろ
ま
で
来
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
の
運
動
が
決
定
的
に
重
要
だ
。

で
２
０
２
２
年
５
月
、
優
生
保
護
法
問

題
の
全
面
解
決
を
め
ざ
す
全
国
連
絡
会

が
結
成
さ
れ
、
原
告
団
・
弁
護
団
・
支
援

団
体
が
結
集
し
て
、
国
や
政
府
、
さ
ら

に
は
政
治
や
社
会
を
動
か
す
大
き
な
運

動
を
つ
く
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
も
国
・

政
府
は
優
生
保
護
法
の
誤
り
を
認
め
ず
、

同
法
は
「
当
時
は
合
法
だ
っ
た
」
の
一

点
張
り
で
、「
補
償
は
除
斥
期
間
20
年

を
過
ぎ
て
お
り
請
求
権
は
な
い
」
と
し

て
、
裁
判
で
争
う
姿
勢
の
ま
ま
だ
っ
た
。

優
生
保
護
法
訴
訟
団
は
勝
利
を
め
ざ

し
、
裁
判
支
援
を
は
じ
め
情
報
交
換
や

交
流
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
国
会
院
内

集
会
、
議
員
要
請
行
動
な
ど
を
繰
り
返

し
て
き
た
。
昨
年
９
月
に
は
最
高
裁
宛

の
「
人
権
の
砦
と
し
て
正
義
・
校
正
の

理
念
に
も
と
づ
く
判
決
を
求
め
る
署

名
」
運
動
が
展
開
さ
れ
、
今
年
４
月
ま

で
の
８
カ
月
間
で
33
万
筆
を
超
え
る
署

名
を
提
出
し
た
。
こ
れ
が
力
と
な
り
、

５
月
29
日
、
15
人
の
裁
判
官
が
審
議
を

行
う
最
高
裁
大
法
廷
で
の
上
告
審
弁
論

が
開
か
れ
、
高
裁
判
決
が
下
さ
れ
て
い

る
大
阪
・
東
京
・
札
幌
・
兵
庫
・
宮
城

の
12
人
の
原
告
た
ち
が
、
優
生
保
護
法
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障害者ＩＴサポート事業の紹介

●
埼
玉
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、「
障
害
が
あ
る
こ

と
で
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
に
よ

る
情
報
の
入
手
や
操
作
の
習
得
等

が
困
難
な
方
」
を
対
象
に
、
ご
希

望
の
日
時
に
、
ご
希
望
の
場
所
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
無
料
の
個

別
・
訪
問
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
埼

玉
県
障
害
者
協
議
会
・
社
会
参
加

推
進
セ
ン
タ
ー
が
埼
玉
県
・
福
祉

部
か
ら
の
委
託
に
よ
り
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

そ
の
目
的
の
た
め
次
の
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

①　
障
害
者
か
ら
の
Ｉ
Ｔ
相
談
事

業
（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ

ー
ル
、
面
談
に
よ
る
）

②　

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
以
下
パ
ソ
ボ
ラ
）養
成
事
業

③　
パ
ソ
ボ
ラ
に
よ
る
障
害
者
へ

の
個
別
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
在
宅
訪
問
サ
ポ
ー
ト
、
セ
ン

タ
ー
内
Ｉ
Ｔ
相
談
室
や
施
設
で

サ
ポ
ー
ト
）

埼玉県障害者ＩＴサポートセンター推進員　阿
あ

部
べ

　忠
ただ

正
まさ

●
活
動
状
況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
５
類
感
染
症
へ
移
行
さ
れ
て

１
年
余
り
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
も
夏
場
に
な
り
感
染
者
数
が

増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
セ
ン

タ
ー
や
ご
自
宅
で
の
サ
ポ
ー
ト
で

は
、
基
本
的
な
感
染
防
止
を
徹
底

し
、
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
内
で

の
サ
ポ
ー
ト
の
場
合
３
密
回
避
の

た
め
に
一
組
毎
の
利
用
と
し
事
前

予
約
し
て
頂
い
て
の
運
用
を
、
パ

ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
も
と
に
サ
ポ
ー
ト

を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
依
頼
数
は
今
年
に
な

っ
て
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
数
字
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）
の

活
動
実
績
は
、
障
害
者
様
か
ら
の

相
談
件
数
２
９
７
件
、
障
害
者
様

へ
の
サ
ポ
ー
ト
実
績
件
数
１
８
７

件
で
す
。
ま
た
、
障
害
別
の
内
訳

件
数
で
は
肢
体
障
害
43
件
、
視
覚

障
害
１
０
１
件
、
発
達
障
害
12
件
、

聴
覚
15
件
、
盲
ろ
う
10
件
、
精
神

障
害
６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
お

困
り
の
障
害
者
の
皆
様
へ

次
の
様
な
こ
と
で
お
困
り
の
場

合
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
依
頼
・
相
談
は
電
話
・
メ
ー

ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
電
話
は
、
火
・
木
・
土
、

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
常
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

◆
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
た
け
ど
、
難

し
く
て
使
え
な
い
！

◆
ス
マ
ホ
を
買
っ
た
の
で
、
操
作

を
基
本
か
ら
教
え
て
欲
し
い

◆
普
通
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
は
、

教
え
て
も
ら
え
な
い
！

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
や
り
た
い

け
ど
、
接
続
は
ど
う
す
る
の
？

◆
視
覚
障
害
者
で
、
メ
ー
ル
交
信

し
た
い
け
ど
、
誰
か
教
え
て
！

◆
手
が
不
自
由
で
マ
ウ
ス
が
使
え

な
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い

のＩ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
害
者
の
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
の

利
用
を
助
言
、
支
援
す
る
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
協
力
可
能
な
方
は
是

非
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

埼玉県障害者 IT サポートセンター
� （１階、左奥、団体交流室内）
受 付 時 間　　火・木・土　午前10時～午後３時
電 話 ・ F A X　　048-825-2749
メ 　 ー 　 ル　　smile04529@bz03.plala. or. jp
ＨＰアドレス　　https://ww100089-hp.normanet.ne. jp/it. html

日頃、当ＩＴサポート
センターの活動に対
しご理解とご支援を
賜りまして厚く御礼
申し上げます。
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2025年、第25回夏季デフリンピック競技大会が東京で開催されます。
特集第２回は、デフリンピックの認知度、歴史や選手の活躍に触れます。より多くの人達がデフリ

ンピックを知ることで、2025年東京大会が日本全国をあげて盛り上がっていくことを期待したいです。

夏季デフリンピックは1924年に
フランスで始まり、日本は1965年
のアメリカ・ワシントン大会から
参加しています。
冬季デフリンピックは1949年に
オーストリアで始まり、日本は
1967年のドイツ・ベルヒスガーデ
ン大会から参加しています。
日本から出場している選手は
100人を超すようになっています。

2021年に日本財団パラスポーツサポ
ートセンターが行った調査結果では、
国内のデフリンピックの認知度は
16.3％です。2014年に同機関が調査し
たときは11.2％だったので、それと比
べるとやや認知度は上がりました。
しかし、パラリンピックの認知度
97.9％と比べると、はるかに低いのが
現状です。

デフリンピックはどのくらい知られている？
認知度が低いのが現状です

©一般財団法人全日本ろうあ連盟　制作・発行：一般社団法人埼玉県聴覚障害者協会

夏季デフリンピックは
1924年に始まり、
2025年に100年目です

デフリンピックの歴史

©一般財団法人全日本ろうあ連盟
制作・発行：一般社団法人埼玉県聴覚障害
者協会

第２回デフリンピック特集
一般社団法人埼玉県聴覚障害者協会

東京2025
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デフリンピックにおける
日本代表選手の活躍

第24回夏季デフリンピック競技大会
第24回夏季デフリンピックは、ブラジルのカシアス・
ド・スルで2022年に開催されました。
日本からは149名（選手95名、スタッフ54名）の選手団を派遣しました。
日本選手団の大活躍により、過去最高のメダル獲得数30個（金12、銀８、銅10）となりました。

第20回冬季デフリンピック競技大会
第20回冬季デフリンピックは、トルコのエルズルムで2024年に開催されました。日本からは67名、（選
手39名、スタッフ28名）の選手団を派遣しました。そして、冬季デフリンピックとして過去最高のメダ
ル獲得数７個（銀４、銅３）となりました。

【お詫びと訂正】
センターだより141号（６/30発行）６－７ページ掲載【第１回デフリンピック特集】の冬季デフリンピック競技名の中で、フットサルが
抜けてしまいました。訂正して、お詫び申し上げます。

デフリンピックにどうやって出場できるの？
� 以下のような流れで、選手として出場できます。

デフリンピックの情報を得る
●学校での部活動で顧問から情報を受け取る
●ろうのスポーツ仲間との出会いなど、色々
な背景があります

STEP1

団体に連絡をとる
自分が得意とする競技種目（デフリンピック
採用種目のなかで）のデフスポーツ競技団体
や自分がいる都道府県ろう協会に相談する

STEP2

競技団体が実施する合宿もしくは大会に参加
する

STEP3

強化指定選手として登録
デフリンピックに向けた強化合宿に参加

STEP5

各競技団体が定める強化指定選手の
条件をクリア

STEP4

日本代表選出、
デフリンピック出場

©一般財団法人全日本ろう
あ連盟
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日
帰
り
研
修
に
参
加
し
て�

石い
し
川か
わ　
伸の
ぶ
夫お

 

今
年
の
日
帰
り
研
修
は
、
浅
草
か
ら
隅
田
川
の
初
夏
の
川
風
を
受
け
な

が
ら
屋
形
船
に
乗
り
、
船
か
ら
の
清
々
し
い
眺
め
と
お
い
し
い
食
事
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
仲
間
の
皆
様
と
楽
し
く
語
ら
う
日
帰
り
研
修
旅
行
で
し

た
。屋

形
船
に
よ
る
日
帰
り
研
修
は
、
５
年
ほ
ど
前
に
参
加
し

て
お
り
、
そ
の
後
は
コ
ロ
ナ
の
流
行
な
ど
に
よ
り
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
と
伺

い
、
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
は
埼
玉
支
部
会
員
22
名
の
他
、
会
員
の
ご
家
族
、
お

友
達
、
関
係
団
体
な
ど
総
勢
で
36
名
の
方
に
ご
参
加
を
い
た

だ
い
て
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
研
修
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

隅
田
川
を
、
浅
草
の
東
橋
か
ら
出
港
し
、
お
台
場
の
海
浜

公
園
を
折
り
返
し
場
所
と
し
て
約
２
時
間
を
か
け
て
船
の
旅

を
楽
し
み
ま
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
ま
で
の
行
き
は
、
よ
く
冷
え
た
ビ
ー
ル
や
揚
げ

た
て
の
野
菜
、
白
身
魚
、
エ
ビ
の
て
ん
ぷ
ら
を
い
た
だ
き
、
普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
川
面
か
ら
見
上
げ
る
隅
田
川
に
か
か
る
永
代
橋
や
勝
鬨
橋
、

湾
岸
周
辺
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
、
豊
洲
市
場
の
眺
め
を
満
喫
し
ま
し
た
。

帰
り
の
船
中
で
は
、
皆
で
カ
ラ
オ
ケ
を
熱
唱
、
最
後
に
は
「
彩
の
国
小

唄
」
を
合
唱
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

隅
田
川
の
舟
遊
び
を
楽
し
み
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

下
船
後
に
は
、
秋
の
宿
泊
研
修
で
皆
さ
ん
と
再
会
の
楽
し
み
を
約
束
し
て

散
会
し
ま
し
た
。

秋
の
宿
泊
研
修
で
の
再
会
を
！

オストミー協会埼玉支部　令和六年一日研修報告

研修旅行の写真　（料理、船中、集合写真）撮影：石川伸夫

今年の日帰り研修は、６月４日（月）、屋形船による隅田川遊覧でした。36名の方が参加、
無事研修行事を終えることが出来、役員一同ホッと胸をなでおろしています。参加者の皆さま
有り難うございました。
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「秋バテ」という言葉を最近耳にするようになりました。季節の変わり目の気温の変化や、昼
と夜の温度の変化など寒暖の差の繰り返しで、自律神経が乱れて現れる様々な症状のことを言

うそうです。少しずつ秋を感じるようになりましたが、まだまだ、残暑厳しくなりそうです。
体調を整えて元気に過ごしましょう。〈松本〉

編集後記

出　　演	 コールファミリー　指揮：奥隅 正　　ピアノ：木下 愉厘子
賛助出演	 ≪ヴァイオリン≫　和波 孝禧 	 ≪ピアノ≫土屋 美寧子
演奏曲目	 １．（混声合唱のための唱歌メドレー）ふるさとの四季
		  ２．（ヨーロッパの薫りをのせて）ウィーンわが夢のまち　他５曲
		  ３．ゲスト　和波 孝禧
		  ４．（コールファミリーの５０年）荒城の月　他６曲

事のおこりは、ある日の盲学校の寄宿舎での生活の中で始まった。
決まったカリキュラムでもないのに歌声はおこり、寄宿生たちの生活の一部となって定着して行った。そし
て歌声は盲学校の卒業後も途絶えることなく歌い継がれ、ともに白髪の目立つ、半世紀が経過した今も続い
ている。それが合唱団「コールファミリー」です。あなたの人生を重ねるひと時をご一緒に！

2024年10月27日（日）開場13：30　開演14：00　入場無料(要・整理券)
彩の国さいたま芸術劇場　音楽ホール　ＪＲ 埼京線【与野本町駅】西口下車徒歩7分

令和６年度埼玉県社会参加推進協議会
並びに社会参加推進事業実施団体調整会議　開催報告

コールファミリー50周年記念コンサート

令和６年７月31日（水）埼玉県障害者交流センター２階で、
令和６年度第１回埼玉県社会参加推進協議会並びに社会参加推
進事業実施団体調整会議を開催致しました。
この会議には、社会参加推進事業の各実施団体（11団体）の
他、埼玉県福祉部障害者福祉推進課社会参加推進・芸術文化担
当の金子美樹子主幹にご出席を頂き、今年度実施計画等を話し
合いました。

令和６年８月８日、病気療養中のところ治療の甲斐なく永眠されましたことを
お知らせいたします。関係各所の皆様には故人が生前賜りましたご厚誼に感謝申
し上げます。

平成23年度から平成26年度まで代表理事を務めたほか、役員・事務局長・副代表理
事など要職を歴任、平成21年には常務理事として NPO 法人化に尽力されるなど、当
協議会の発展のために長年にわたり多大なご貢献をいただきました。

ここに心から哀悼の意を表すとともに、謹んで故人のご冥福をお祈りいたします。

訃　報
森田かよ子 前代表理事 ご逝去


